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第 6図 北西部の中近世城館跡分布 (1/20万 )
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第 1節 データについて
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第 7図 北部中央の中近世城館跡分布 (1/20万 )
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第 1章 城館の構造等について

第 8図 北東部の中近世城館跡分布 (1/20万 )
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第 9図 中央西部の中近世城館跡分布 (1/20万 )
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第 1章 城館の構造等について
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第10図 中央東部の中近世城館跡分布 (1/20万 )
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第1章 城館の構造等について

第 3表 千葉県内中近世城館跡 構造・地名・時期等データ
並び順 :①地域、②市町村、③曲輪面積大→小

城。城主クラス :A:一国以上の領域を持つ戦国大名 (千葉宗家・里見氏)の本城/B:一郡～数郡の領域を持つ、国人領主層・戦国大
名被官 (原・大須賀。国分・酒井・正木・武田等)の本城=戦国大名の支城/C:現市町村規模の領域を持つ、国人領主重臣層の本城/
D:数村規模の領域を持つ在地領主層の城/E;一村程度の領域を持つ小領主層・上層農民層の城

番

号 遺跡名

所  在 地 地 曲 輪 数 曲 輪 面 積 (ポ ) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

側

権

地形区分 地形内位置

比

高

主

要

他

・

腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

Ⅲ

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

雇

曲

輪

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

井城跡 野田市金野 井字堀の内

戸張城跡 唐市戸張城山台 4 0 1 0 1 0 1 31 54( 1292012448C

松 ケ崎城跡 瞳市松 ケ崎字巻 0 0 0 121 14310i 1928{

増尾城跡 瞳市増尾悩荷木 A 4 0 1 0 1 0 1 2 1

根戸城跡 我孫子市根戸字荒追 5 0 1 0 1 0 11 2 14X〕

小金城跡 FAN戸 市谷口字本城 A 6 0 1 0 1 0 l 5 1〔 6460 16200

7 手賀城跡
東葛飾郡沼南町手賀字

下ノ坊他
A 7 0 1 0 1 0 0 1 1 2 2920 85420 1 15(

績ケ谷城跡
東葛飾郡沼南町藤 ケ谷

字城 ノ堀
A 7 0 1 0 1 0 0 1 1 1 1 7670C 23000 9970( 24(

箕輪城跡
東葛飾郡沼南町箕輪字

城山
A 7 0 1 0 ! 0 0 1 400 940( 0

1( 佐津間城跡
謙ケ谷市佐津間字屋敷

A 8 0 1 0 1 0 0 1 1 21 84C 8t(: 130901 1422( 0

A 葛飾地域平均値 0 0 0 〕.1 0 1 8 24)2 3906 43525 25823 5994 46384 5“ 10 9 3

小森城跡 印属郡 rl井町 平塚 B 1 0 0 l 0 0 l 1 377C 608( 40(

1
小林城跡

(新 )
印西市小林字城山 B l 0 1 0 1 0 0 2 1

1 手倉砦跡 印西 市 由慣 字 槍 111 B 0 0 0 01

議崖城跡 浦部字神台 0 0 0 61 1

1

小林城跡

(占 )
印西市小林字城山 3 1 0 1 1 0 0 21 1 01 123〔 1

笠神城跡 コ屈郡本埜村笠神 B 1 0 1 l 0 0 1 4901  287( 680(

17 高IB山 城跡
印居郡印膳村岩戸字高
lli11

B 0 1 l 0 0 2

1 師戸城跡
軍磨郡印屈村師戸字

竜ケ谷
B 0 1 0 1 0 0 21 265( 1223( 2442(

1 松虫陣屋跡
印属郡印絡村松虫字談

合所
B 11 0 1 0 1 0 0 1 21 l

寺台城跡 戎田市寺台字保目 B 11 0 1 0 1 0 0 4 10140 1748(〕 7颯 1

東和泉城跡 或田市東和泉字城山 B 1 0 1 0 1 0 0 4 181 21 1900 1287( 1

東和田城跡
或田市東和田字要害御

所内
B 11 0 1 0 1 0 0 51 2700 1 1

長沼 FF市 ノ内 0 520(

荒 海 fF市 斎海字橋 本 0 304t 334{

駒井野城跡
或田市駒 井野字東  本

B 1 1 0 1 0 1却

“

it

F]井城跡 佐倉市 E]井田字城 ノ内 B l〔 1 0 0 0 1 1 1 103010 2334( 1 140(

岩富城跡
左倉市岩富町城手下・

本宿 下宿他 1 0 1 0 0 0 1 4t12( 1004t 61520 1 0

- 44 -



第 1節 データについて

土  塁 構   造 地 名 発掘調査遺物時期

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資料からと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

‐２ｃ

”

‐４ｃ

二剛

‐４ｃ
後

”
‐５ｃ
前

‐５ｃ
後

”
‐６

Ｃ
初

‐６ｃ
前

”
中

‐６ｃ
後

”
‐７ｃ
初

1

中

城主・攻防等

Ｉ

期

Ｈ

期

＝

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

則
半

康
後
半

”
‐６ｃ
初
頭

‐６ｃ
前
葉

”
瞼
末

‐６ｃ
末

”
瞼
初

ｎ
前
葉
以
降

0 1

1 1 0 0
颯 山 合・ 城

下・ 用 替
1 1 1 15c中 ～相馬行胤子孫戸張 C C

0 0 0 0 本郷 C C

56( 0 0 0 0
本郷・ 木 戸

14c相馬師胤→

16c高城氏家臣平
l11書 1,申

C C

1 0 0 0 0 1

13c末相馬胤光 (根戸氏 )
→15c後葉太田資長薬城

C C

1 0 0 1 0
本城・馬

場・金杉口
1 1 l 1

13c中 葉千葉胤頼築城、
460年 高城‖.忠 根木内城築
成→1537年孫用,吉築城→孫
比利～1590年廃城

1590年「 関東八

ナN諸城覚書」
「北条氏人数党

書」高木 (高

城 )胤貝1700騎
(以 下 <>内 )

B 8

47C 0 0 0 0 0
馬場・木戸

脇
手賀原 3代～胤宋時1590年
売城

B B

1 0 0 0 0 0
城ノ堀・ 中

6c初 藤ヶ谷氏 D C

0 0 1 0 0 1 晰城伊勢守 D C

400 0 0 1 0 南木戸 1 D D

0 〕.1 0 1 1 3 2 4 3 1 1 0 左右は合言1 0 9 0

0 0 0 本郷 葉氏系 D

0 0 1 1 1

大門下・馬

場
1

原肥前守、別説原伊子守～
1590年廃城

6c原 氏系か D D

0 0 D

0 D

0 0 0 0 1 E

0 0 1 0
笠止信濃 (千 葉氏家臣 )
他諦康●論申

D D

1 0 0 0 0 D D

4 1 0 0 0 1 0 道場合 14c師 戸氏 16c原氏系か D D

0 0 0 0 栗林 ヨ井・ 原氏系 D D

4 0 0 0 0 0

東胤文 (馬場氏)→胤門→
軋郷→14c前葉千葉胤重

(馬場氏)→胤忠→胤有→
軋友→胤森～ 1591)年 勝政

D D

0 0 1 1 1 登城門 3c初大須賀英胤
大須賀範胤 (成

毛氏)か
D D

1 0 0 0 0 0 0 御所内 1 l D

0 0 城ノ内 長沼武俊 (千 葉氏系 )
7〔 千葉常胤孫胤村 (荒 見氏 )

0 0 0 0 館曲輪 D

2( 0 0 0 1

御屋敷・城

内・城ノ

内・外城

1 1 1

千葉常安 (日井氏)後代々
→原胤貞～1590年孫胤義→

酒井家次 (1593年 火災)～
1604年廃城

15c日 井氏→ 16c

原氏→く原大炊

助2500騎 >17c初
薔井氏

B B B

0 0 0 1

城手下・外
国・木戸・

本宿・台宿

15c～ 16c岩富原氏→17c初

北条氏勝

15c～ 16c岩 富原

氏→17c初北条氏

勝～1613年

B B B
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第 1章 城館の構造等について

米本城跡 八千代市米本宇内宿南 C 0 1 0 1 0 0 1 4000 340( 106301 2063C 1

占橋城跡 八千代市吉摘字尾崎 C 2 0 1 0 1 0 0 11 465( 1 1 241

生実城跡

(北小弓

城 )

千葉市中央区生実町字

本城
C 2F 0 1 0 0 1 4810 221170 24668(

小弓城跡

(南生実城

跡 )

千葉市中央区生実町字

古城
C 0 1 0 1 0 1 1340C 1340C 108480 2646( 1 刹  (

―- 46 -―

中う
遺跡名

所 在 地   ‖  立   地 曲 輸 数 曲 輪 面 積 (ポ ) 空   堀

現 在 地 名

雌醐，̈一‐‐‐‐』由丁‐‐‘

時
華 主

要

他

・
腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

＝

郭

主

要

郭

面

積

合

計

他

の

主

要

郭

腰

曲

輪

合

計

外

郭

部

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ

011 1 149' 334(〕 15601 866 49280 5844 2311

()1 1 01 1 353 270 1   683 124 1 807

011 01 1 0 0 1 396 65 4,1

011 011 0 0 101 1 171 301

011 011 0 0 251 1 296

24

011 o11 01 0 120 襲 127 48

011 0:1 121 1 200

011 01 0 1 0 1 271 271 24

′作遺跡 011 01 1 010 4:

i(rll0ll 348 638 217 4031 9656 248

011 01 1 1920 330 12250 13500i360C 40 (

20‖ 01 1 011 64 37 48 10001 249 330 26001 83G 2S

011 011 0 242 238 1   480 28201 762

下岩橋城跡 011 011 01 0 253 i 375 98 468 10(

011 011 250 1 250

011 01 01 0 117 28“ :    401 98 1 499 8

B:印膳地域平均値      ‖0.011.0 10.010.9 〕.010.1
`.4

619 2762 2391 2513 206215662 3150 22881 116061 1 ).(

0



第 1節  データについて

土  塁 構   造 地 名 発掘調 Fi遺 物時 IIF

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資料からと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

殷
”
‐４ｃ
一剛

‐４ｃ
後

”
贖

前

‐５て
後

”
‐６

Ｃ
初

‐６ｃ
前

”
中

‐６ｃ
後

”
瞼
初

魔

中

”
１９

ｃ

城主・攻防等

ｌ

期

Ⅲ

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

前
半

‐５ｃ
後

半

”
‐６ｃ
初

頭

‐６ｃ
前

葉

”
‐６ｃ
末

‐６ｃ
末

”
‐７ｃ
初

漁
前
葉
以
降

1 4 0 0 1 0
後家曲輸・

根曲輸
1 1

千葉勝重 (鹿島氏)築城
(鹿島新城)→後千葉邦胤
改築、上井利勝 16H年～
1617年築城、以降同右

土井利勝 16H～
1617桑城→ 1633

石川忠総→ 1635

松平家信→ 1642

堀田正盛→ 1661

松平乗久、1678

大久保忠朝→

1686戸 田忠昌→

1701稲葉正往→

1723松 平乗邑→

1鶴堀田正亮後
代々～1869→

1873第 一軍管東

京鎮台第二師管

営所 (陸軍兵

営 )

D D C A

0 0 罐 深山氏 5c円城寺氏か D

0 0 0 0
6c日井氏→原氏
うヽ

D D

1 0 0 0 職 千葉氏家臣 D D

4 0 0 5cEヨ 井氏か E

3( 1 0 l 0 0
賊ケ台・ゆ
うが 1ヽ

16c後 半飯野氏 ]井氏→ E

0 0 0 0 D

5( 1 0 0 0 1 16c原 氏家臣か D D

0 1 0 0 1 用替・城堀 15c中 千葉胤正 D D

0 1 0 0 原氏系
0 0 0 16c中 物井殿 (千 葉氏系う C C C

4 0 0 D

0 0 0 0 千葉氏家 臣

1 0 0 0 0 1 1

和良比 (日井氏

系)→原系→一 D C

4 0 0 0 0 1 6c中物井殿 (千葉氏系 ) C

0 0 0 0 千葉氏家臣 D

0 0 0 0 1

0 0 0

0 0 0

1 0 0 0 1 1 1 1 15c後～末千葉宗家

15c後 ～ 16c末千

葉宗家→ <千葉
助 (重胤 )3000
崎 >

A

0 0 1 1 1 3

0 0 0 1 1 1

大窯 1～ 3前
(1560年 代 )

C C

0 0 0 戸城 D

1 0 1 0 箕 輪 15c岩橋氏 (千葉氏系 ) 15● 中岩橋輛胤 D

5《 1 0 0 0 D

1 0 0 1 丸ノ内
15c～ 16c粟飯原
氏か

D

7 2 2 0 1 3.1 2 4 4 1 左右は合計 4 3 1

1 0 0 1 1 城橋 1
l・J上氏代々→村上綱清～
15584に

D

0 0 D

1 0 0 1 1 本城 1 1

1425年 頃千葉胤高 (原氏 )
→原胤親→1455年原胤房

(一時小金城べ、代役胤親
第の子胤継→行朝 )、 1525

羊足利義明～1538年→原胤
自～1539年

16c前～末原氏

(胤清→胤定→

胤栄 )

B

0 0 0 0
古城・ 城出

ノ下・本郷
6c原→後北条 16c原 氏→北条氏 B B
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第 1章 城館の構造等について

一否

口
，

遺跡名

所 在 地 地 曲 輪 数 曲 輸 面 積 (r) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

田

市

地形 [く分 地形内位置

比

高

主

要

他

・

展

合

計

主

郭

Ｈ

郭

Ⅲ

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輪

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

高66城跡 千葉市言葉区高品町 C 2 0 1 0 0 1 2( 4 1〔 55001 1500C 340001 6HO( l 1

中野城跡 千葉市緑〔ζ中野町 C 2 0 1 0 1 0 2( 2276( 1

亥鼻城跡

(千 葉城

跡 )

千葉市中央区亥鼻町 C 0 1 0 1 0 0 1 H58t H85( 46C

城 ノ腰城跡
千葉市苦葉区大宮町字

城ノ腰他
C 0 1 0 1 0 0 1 1 1()47( 1

城山城跡 千葉市苫葉区大宮町 C 0 1 0 1 0 0 ム 17 22 356( 6220

御茶屋御殿 千葉市若葉区御殿町字
学 ,t末 弼

C 0 1 0 0 1 0 1 01 1 902(〕 1

森川陣犀跡
千葉市中央区生実町字

本城
C 0 l 0 1 0 l 1

多部田城跡
千葉市若葉区多部田町

字松崎他
C 0 1 1 0 0 l 10411 5660 51

立堀城跡 千葉市緑区辺田町 C 0 1 1 0 0 3625 1

61 南犀敷遺跡 千葉市若葉区源町 C 0 1 0 1 0 Oi 501  8(,C 80( 1

C 千葉地域平均値 1 17 7 3 5 5496 3699 5865 11240 3405 121217 39161 1

名古屋城跡
ξ取郡下総町名占屋字
餞 1 llllb

D 0 1 0 1 0 0 2 91 1 482《 3970 1

助崎城跡 香取郡下総町名古屋 D 26 0 1 0 1 0 0 31 322(1 2610( 2

小帝城跡
香取郡下総町名古屋字
′|、 帝

D 2( 0 1 0 1 0 1 121 1〔 130( 1350 67501 1

郡 下総町字城 ノ内 0 0 0 1 1

名木城跡
香取郡 下総町名木字城
11!

D 2( 0 1 0 1 0 1 304 60C 76《

神崎城跡
香取郡神崎町並木字東

ノ城、中ノ城、西ノ城
D 21 0 1 0 1 0 0 1 1 1756( 760〔 1 1

武田城跡
香取郡神崎町武田字登

城他
D l 0 1 0 0 l 1 2()()( 41)0( 370(

小松城跡 香取郡神崎町小松 1 0 1 0 1 1

伊能城跡 雪取郡大栄町字城山 2( 1 0 1 0 6イ 26201 564K 1720( 22841

久井崎城跡
酎取郡大朱町久井崎字

署荷山他
2( 1 0 1 0 2( 841)( 45001 17000 680 2163C 1 48  (

松 子城跡
番取郡大栄町松子字要

書他
D ″ 0 1 0 1 0 5790 70《 16160 1

馬洗城跡
香取郡大宋町松子字馬

洗
2 0 1 0 1 0 2( 4 501 54 4

津富浦城跡
香取郡大宋町津富浦字
要宙

D 21 0 1 0 1 0 0 3〔 4 2550 690 854 1 3

前林城跡 香取郡大栄町前林 D 烈 0 1 0 1 0 0 2: 1 180(

南敷城跡
香取郡大栄町南敷字高

野
D a 0 1 0 1 0 0 31 194(
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第 1節  データについて

■  塁 構   造 地 名 発掘調査遺物時期

伝承 (近 世軍記物等 )

確 実な史資本1か らと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

‐２ｃ
”
朧
一則

‐４ｃ
後

”
‐５‐‥
前

取
後

”
‐６

Ｃ
初
中

瞼
薇

”
‐７ｃ
初

1 7c

中

19

城 主 政防等

―

期

Ｈ

期

＝

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

円
半

鍮

後

半

”
血

初

頭

瞼
前

葉

”
‐６ｃ
末

“

末

”
７‐
初

鳳

前

葉

以

降

1 0 0 0 0 0 城下・本郷 1

15c末～16c初安

藤氏
D B

0 0 0 0
本郷・殿

内 馬場

15c後 葉酒井定隆栗城～

1487年 上気城へ、1489年 定

隆本城寺創建

15c後 酒井ltか B D

0 0 0 0 1

平常将栗城→子→ 子大椎城
へ、 H26年 子常重復帰後
代々～‖直1455年、後 ‐時

康胤、1479年 本佐倉城ヘ

15c後 千葉宗家 B C

2 1 0 0 0

城之腰・ 東

堀切・ 南堀

切

l 1

15C代 千葉城支城

か
D D

3 0 0 1 0 1 坊屋敷 1 1 坂尾 五郎治
15C代千葉城支城
か

D

2 0 0 0 1 17c前徳川家康

5 1 0 0 0 0 1 l 1

1625年 森川出羽守重俊果館

後代々～1871年

1625年 森川出羽

守重俊築館後
代々～1871年

C C

2 0 0 0 1

馬渡・陣

馬・豊前屋

敗

15c～ 16● 多部田

氏→原氏領域
D

4 0 0 0
堀

＞

立

か
(館堀

構造は福星寺館

跡・木出城跡に

類似

D

0 0 0 0 1 E

0 4 1 2 0 1 ().1 4 0 3 6 1 1 2 左右は合計 2 11 7 2 2

1 0 1 0 l 城山・新宿 C C

3 1 0 0 l 1

三
井

冶
宿

・
殿

鍛

内

城

　

・　
・

登
丸

戸

谷

1
千葉常胤子大須賀四郎胤信

後代々～1590年廃城

助崎大須賀氏・

(16c後 葉北条氏

下)～ 1590年
B B

2 0 1 1 根小屋台

l 1 0 0 0 D

140 1 0 1 1 根小屋台 D

2( 3 1 0 0 0

中

ノ
ヽ
西

城

ヽ

ノ
城

東

ノ
城

C

1 1 0 0 1 登城 1

武田信晨マ偏九桑属繊ヽ 々

～信家大須賀城にて死 し
9ヽ0生庫 lbl

0 立の前 13c神 崎 氏 (千 葉氏系〕 須省氏

1 1 1 0 0 戸 張
在地領主または

大須賀氏系
D

0 1 0
東

門
・
西

山

・

居

門
1 1 或毛係四郎

1 1 1 0 1

用

ノ
張

・
城

戸

社
口
・

・

後

害

内
1 1

H76年 千葉常胤築城→子大
須賀四郎左衛門胤信後代々

大須賀氏本城～20代孫弥六

政次1590年廃城

大須賀氏 B B

1 0 0 0 0 馬洗 l 1 松子城外郭か C

1 0 0 居 山 千葉‖,貞 大須賀氏系

0 0 1 0 16c後半前林志摩守 E

4( 0 0 0 1 高野 1

下田川流域両種

または大須賀氏
直轄
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第 1章 城館の構造等について

番

号 遺跡 名

所 在 地 地 曲 輸 数 曲 輪 面 積 (ポ ) 空  堀

現 在 地 名
地

対

市

町

１１

地形区分 地形内位置

比

高

主

要

他

　

腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

Ⅲ

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輸

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

8〔
鴇崎新タテ

古クテ城跡
佐原市鴇崎字タテ他 D 0 1 0 1 0 0 2` 121 1( 1448( 2015( 98101 48960 1

84
大崎城跡

(矢作城 )
左原市大崎字城ノ内他 D 0 1 0 1 0 0 2` 3(

人倉城跡 t原 市大倉字御城 D 0 0 0 0

lL崎城跡 左原市香取 丁子 0 0 1 0 0 25001   40

下小野城跡 ■原市下小野字城山 0 0 4tl

大根氏館跡 t原 市大根字館 D 0 0 0 0 24r 42440

上小川城跡 左原市上小川字城他 D l 0 0 1 0 0 ぶ 1

伊地山城跡 左原市伊地山字外城 D 0 1 0 0 〕 0 1 1800 1

並木城跡
香取郡多古町南並木字

平台
D 0 1 1 0 0 2` 2 2781 400〔 231401 1 0

南 王造城跡
香取郡多古町南玉造字

南台
D 0 1 1 0 0 8: 1 2 7(

土橋城跡
香取郡多占町御所台字

城・堀合他
D 0 1 1 0 0 5400

合城跡 郡 多 IlittF鴻 ノ巣 0 0 61 (,8:,() 1' 46 (|

土や くら城

跡
香取郡 多古町南借 当 D 0 1 1 0 0 1 41 186(〕 1 1

分城跡 香取郡 多古町高田 D 0 1 0 0 1 0 2

森山城跡
香取郡小見川町字根小

屋 仲城 二城他
D 0 1 0 1 0 0 3. 14'()0 7487( 2 0

須賀山城跡
香取郡小見川町岡飯田

字天ノ宮
D 0 1 0 1 0 0 1 2 1000 蜘 301('( 2 40 (

上小堀城跡
香取郡 小見川町上小堀

D 0 1 0 1 0 0 3( 1 81 227( 1

神生城跡
野取郡山田町神生字身

減
D 3:: 0 1 0 | 0 1 1

府馬城跡
酎取郡山田町府馬字茶

畑他
D 3 0 1 0 1 0 525( 2663( 1

要害tt跡
香取郡山田町新里字ゆ
うがえ

D 3[ 1 0 1 0 1 286( 286( 5000i 1446( 1 1

“

   (

鏑木城跡
香取郡千潟町鏑木字古

城他
D 3` 1 0 | 0 1317C 21133( 1

沼関城跡
香取郡東庄町小南字城

山
D 3[ 0 1 0 | 0 4 2 941( 2881〔 327( 4)8f 4557( 1

大友城跡 香取郡 東庄町人友 D 3( 1 0 1 0 4 2400(

D 香取地域 平均値 1 9 ●0 0 3785 7618 3299 12231 6167 4845 9673 1.4

寒風城跡 I瑳郡光町篠本字城台 3( 0 441( 1040(

古城跡 市詳郡 井町申牛字古カ 0 31 71 14()3(

篠本城跡 亜瑳郡光町篠本字城山 0 0 0 0 7340: 734 460(

岩室砦跡
亜瑳郡光町小川台字柳
内

E 3( 0 1 0 1 0 0 2〔 1760 2340 475( 1

久方城跡 八日市場市久方 E 3・ 0 1 0 1 0 0 21 3 31 22190

八 |¬ 市場市大浦字両 1 0 0 4490 299(

大幅城跡
八日市場字大堀字アラ

E 3' 0 1 0 1 0 0 2( 01 2960 855011368C 1 1 8

一- 50 -―
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第 1節 データについて

確実な史資料からと推涸1

伝承 (近 世軍記物等 )

城 主・攻防等

より移 り矢

城と称す～16c後葉正木
<小 窪 (国分五

井 (長南武田氏系 )

千葉胤政孫師時 (神崎氏 )

13c末野平伊賀守常弘～ 16c

末伊賀守常義

14c千 田氏→ 16c

16c前千葉胤富

(在城石毛・海

上・原 安藤
)→ 16C後 須賀
城を吸収

218年 千葉常月,子 東六郎胤

城後代々～東下野守直

16c後新曲輪とし

込 まれ る。在番

分常朝築城→子越前五郎

常 (府馬氏)、 左衛門尉

寺里見氏 方へ、鏑木  八
と戦い米井砦攻撃 し木

減ぼし香取・大須賀氏

戦い敗死し廃城

木胤定、胤泰等代々～備

胤家里見氏攻撃により

大門 木戸
下・ 堀道

005年 平忠常築城、12c末

東盛胤後代々～1590年廃

lc平忠常、 16c後 大友忠

0 城 合

0 0

0 1 1 0 大 門 1 1 成台 Jヽ領主連合か D D

1 0 0 0 0 城ノ下 言室 (椎名氏系 ) D

1 0 0 0 0
向根・居
[1・ 展 絡

D D

0 0 0

0 0 0 0
奥城  中
齢  論 150 郭須 藤崎 D

-51-

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明
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）
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虎
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確

）

恨

小

（
古

）

屋



第 1章 城館の構造等について

番

号 遺跡名

所  在 地 地 曲 輪 数 曲 輪 面 積 (ポ ) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

田

●

地形 [【 分 地丹夕内位置

比

高

主

要

他

・
腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

＝

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輪

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ
丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

HI 販高城跡 八日市場市飯高字城 下 E 3′ 1 0 1 0 0 2〔 2890 4820 1 2

人浦城跡 八日市場市大浦字城 E 3・ 0 1 0 1 0 2` 4 480 487(

城 跡 八日市場市新字要害 E 3・ 0 1 0

“

10 11(

販塚砦跡
八El市場市飯塚字八ツ
111

E 3・ 0 1 0 1 0 2( 1 1250 433(1 7411( 2

11 見廣城跡
毎上郡海上町見廣要害
」

E 4{ 1 0 0 1 0 駅 2 1

中島城跡

(海 上城 )
眺子市中島町字要害 E 41 1 0 0 1 2 8800 23380 41()81 20000 57660 1874( 2

E:海匝地域平均値 1 1 2 13 4464 6774 1(〕 8113 6222

飯櫃城跡
山武郡芝山町飯櫃字城
ノ内

F 4: 0 1 0 1 0 よ 6180 41)86( 0 43(

大台城跡
山武郡芝山町大台字城
ノ内他

F 41 0 1 0 1 0 0 1 1 1( 14000 2250C 15300 3780( 2

田向城跡
山武郡 芝山町小池字城

F 4 0 1 0 1 0 0 3( 7 11840 1915( 5 76(

山中北城跡 山武郡芝山町山中 F 4 0 1 0 1 0 0 2( 2840

山中南城跡 山武郡 芝山町山中 F 41 0 1 0 1 0 0 31 1 11 40 ( 648(

岩山城跡 山武郡芝山町岩山字谷 F 0 1 0 1 0 0 a 1 48 ( 4

木原城跡
山武郡山武町木原字占
書

F 0 l 0 1 0 0 21 142〔 248C 441(

埴谷周路遺

跡
山武郡山武町埴谷周路 F

“

0 1 0 0 1 1

松尾城跡

(計画段

階 )

山武郡松尾町松尾字枯

硬台
F ″ 0 1 0 1 3 1600( 0 1 1

山室城跡
山武郡松尾町山室字城

台他
F 0 1 0 0 1 ム 1 480C 5340 6000 2049( 2 1

坂田城跡 山武郡横 芝町坂田 F 《 0 1 0 0 1 2 4 4( 474t 47970 6697( 949C 7646( 1 1

或東城跡 山武郡成東町成東 F 0 1 0 0 1 《 1 1003( 23870 3645( 76(

津辺城跡 ll武郡成東町津辺本村 F 0 1 0 0 1 1 248( 1050〔 3500 18000 1
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第 1節  データについて

上  塁 構   造 地 名 発掘調査遺物時期

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資料からと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

‐２ｃ

”
‐４ｃ
一削

‐４ｃ
後

”
‐５ｃ
前

‐５ｃ
後

”
１６

ｃ
初

‐６ｃ
前

”
中

臓

後

”
‐７ｃ
初

‐７ｃ
中

”
１９

ｃ

城主・攻防等

―

期

Ⅲ

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

副
半

讚

後

半

”
‐６ｃ
初

頭

檄

前

葉

”
丘

末

‐６ｃ
末

”
‐７ｃ
初

漁

前

葉

以

降

0 0 0 1

平常兼係政胤 (飯高氏)→
子→孫、平山常時～16c後

葉廃城

販高氏→平山氏 D D

1 1 0 0 0
城・外堀

掘之内

惟名胤光子胤貞 (飯 倉氏 )

子行胤 (長 岡氏 )子胤 基
(大浦氏 )

D D

0 0 16「 I谷 時 C

畑 0 0 0 D

1 0 0 要害山
島田忠広、16c後葉正木大

膳により落城
D

1 1 0 0 御 城 1 1

平常兼子常衛 (海 上氏)→
子常幹、14c前葉東胤頼孫

胤方 (海上氏)→子胤景→
子胤康→子師胤→子公胤→

子筑後守憲胤→子某信濃守

(15c前 葉)、 千葉孝胤子

胤興 (海上氏)→子某山城
守→千葉昌胤子胤盛→ 16c

末

13c～ 16c海上氏 C B B

1.1 〕 1 3 1 1 0 0 1 2 1 左右は合引 2 5 0 0

0 0 1 1

城 ノ内・ 大

堀切・外宿
1

16c前葉山室飛騨守常隆築

城→氏勝・光勝～1590年 廃
城

C

1 0 1 1 1

マス台・ 出

田丸・妙見

台 倉 ノ

合・笞建宿

井田友胤～1556年 (坂 田城
へ )、 別説・神保氏

く板野 (井 田)

刑部大夫150騎 >
C C

64Ю 1 0 1 0 城 台 1 C

0 0 0 1 宿 谷
山 至 氏 家 自 和 国 胤 偏 → 鳳 島

D

0 0 1 1 宿 谷
山室氏家臣和田胤信→胤富

～!590年廃城
D

1 0 0 0
山室氏家臣斎藤助四郎長谷
辺の清長

0 0 0 1 6c末木原氏 E E

0 0 0
小屋の合

屋敷山
1 l

:5c初埴谷豊前守景正→子

大丞左近将監→子寅菊丸廃

城

14c～ 15c前埴谷
→宍倉か

D

1 0 0 0
倉屋敷 。大

手前
1

公尾藩、三稜郭

ヒして計画され

しか明治 3年～
月治 4年築城途
中で廃城

B

4 0 0 0

城 ノ下・ 城

ノ腰・物見
会・工凱

1 1 山室飛騨守常隆～1532年 D C

0 0 0 1

牙城・道

城・輸ノ

内・登城・

中郭・本

館・外城・

ムジョウ

三谷信慈→1556年 井田友胤

～1590年廃城、,l説・千葉
氏→16c末井田因幡守

C

0 0 0

13c前薬以降印東氏 (千葉

氏系)→羽賀越前守常道→
山口主膳→果飯原某→椎名
某→千葉胤定→勝定→ 16c

末芳賀伊予守～1590年→石

川康直 (家康家臣)→ 1601
年青山忠成→忠俊～1620年

廃城

590年 石川康通

1ヽ600年
D B

0 1 0 1

石井将監 (千葉氏家臣)
別説・ 自桝氏 (丼田氏被

官)

D
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第 1章 城館の構造等について

番

号 遺跡 名

所 在 地 地 曲 輪 教 曲 輪 面 積 (r) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

町

村

地形区分 地形内位置

比

高

主

要

他

腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

Ⅲ

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輪

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

東金城跡 東金市東金 F 4( 1 0 0 0 0 l 5: 4 84 2(,2(〕 47()()| 21700 5

田間城跡 兼金市田間 F 41 0 1 0 0 1 388(〕 17400 2

小野城跡 東金市小野 Lノ 城 F 41 1 0 0 1 0 0

“

1 1 l( 0

土気城跡 千葉市緑区土気町 F 5 0 1 0 0 0 1 5( 2551(〕 3046C 26780 572《 129(

人椎城跡 千葉市緑[`大椎町他 F 5 0 1 0 1 0 0 41 4450 18('( 1236(

小西城跡
山武郡大綱白里町小西

字城山
F , 0 1 0 0 1 51 12001 H80( 1 1 1《

大綱城跡
山武郡人絹 自里町大綱

宇本宿
F 1 0 0 0 1 Z 《

F 山武地域平均値 2 0 31 3 2524 2986 8860 20527 8756 14935 22843 2

榎本城跡 長生部長柄町榎本 G 1 0 1 0 2 2813( 1 140 (

“

14 立鳥城跡 長生郡 長柄町 立烏 G 1 0 l 0 3( 40( 14

本納城跡 茂原市本納 G 1 0 0 0 l 41 6( 270{ 31()()(

真名城跡 贅原市真名字小諸 G 1 0 0 0 0 1 lG 190120( H41 8001 495g

石神城跡 贅原市石神 G 1 0 0 0 1 11 900 600i 2300 1800( 1〔

144 小林城跡 交原市小林 G 1 0 1 0 0 201 21 4ti

上永吉城跡 薔原市 卜永吉 0

146
真名宿谷城

跡
贅原市真名 G 1 0 1 0 0 ぶ 380( 1

鞘戸城跡 贅原市本納 G 54 1 0 0 0 1 1 300( 376(

14〔 長南城跡
長生部長南町長南字中

城他
G 5: 1 0 0 0 1 10C 13300 19600

本l根利城跡
長生郡長南町坂本字利

根利
G 5: 1 0 0 1 0 4r 6000 1 1(

鯰 1 欲
0 0 3〔

2 1(

城ヶ谷城跡
長生部長南町中原字

城ヶ谷
G 5〔 1 0 0 1 0 2( 14t 18( 120C 8(

勝見城跡
員生郡睦沢町勝見城之

勺他
G 5( 1 0 0 0 1 0 4 44 5 357( 1600( 1

冨喜楽城跡

(大柳館

跡 )

風生郡睦沢町寺崎字城

之内
5( 1 0 0 1 0 2( 2 200( l

碇城跡
昆生郡11沢町大上字城

之内
5( 1 0 0 0 1 5( 0 3001  30( 7(
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第 1節 データについて

土  塁 構   造 地 名 発掘調査遺物時期

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資料からと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

‐２ｃ

”
‐４ｃ
前

‐４ｃ
後

”
‐５ｃ
前

‐５ｃ
後

”
１６

ｃ
初

‐６ｃ
前

”
中

‐６ｃ
後

”
‐７ｃ
初

l

中

城主・攻防等

Ｉ

期

Ｈ

期

Ⅲ

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

則
半

‐５ｃ
後

半

”
‐６ｃ
初

頭

‐６ｃ
前

葉

”
‐６ｃ
末

欧
末

”
‐７ｃ
初

丘

前

葉

以

降

0 0 0 0 1

山城下 大
門 馬場・
上宿・新宿

1

千葉氏→1455年 浜春利 (東

常縁家臣)～ 15c後葉→山
口主膳→1521年酒井定隆

隆敏～政辰 5代～ 15Ⅸ)年廃
城→1613年 徳川家康東金御

殿築殿～1671年廃殿

15c～ 16c末東金

酒井氏く坂井

(酒 井)右衛門
尉 (政辰 )150騎
>

B B

1 0 0 0 1 山小屋 6c初酒 井定隆 C

0 0 0 0
上ノ城・殿

D

144C 1 1 0 0 1
城之内・見
土堀 大手 1 1 1

土気太郎 (相馬氏)地頭→
畠山氏→1488年頃酒井定隆

～康治 5代→1590年廃城

16c後 土気酒井氏
く坂井 (酒 井 )
左衛門7・l(康

B B

1 0 0 0 1 0 東要 西要 平忠常→千葉常兼再修～

H26年廃城
16c酒井氏 D D

1 0 0 1 1

城

城

前

向

殿

城

・　
・

古

谷

下

16c後 葉原‖,継築城
16c中 小西氏 (原

氏系 )
D D

1 0 0 0 1

城手・西新
堀 東新
堀 南門・

下屋敷 本
宿 新宿・
浜宿

16c土気酒井築城→家臣板

倉
D

7 4 2 1 0.2 0.5 2 5 1 2 1 左右は合 2 1 2

0 1 0 1 榎本之助豊俊
夏本→ 16c後長南

武田氏か
D

0 0 0
16c後 長南武田一

挨または被官
C

0 0 0 1

手

門

・
蔵

場

大

衛

出

・
馬

右

騎

台

・

城

・

・
射

敷

本

下

郭

石

屋

黒熊大膳亮景吉→1569年 土

気酒井
C C

0 0 0
三上右衛門信長→ 16c中 真
里谷武 m C

0 0 0
六 不襦  番

C

lC 0 0 0 15c～ 16c前 三上氏
真名城 三上氏の

吉城か

0

1 0 0 0 1 宿 谷

1581年笠森寺観

音堂須彊檀櫃銘
「国府之城主□

丸」

D

1 0 0 0 城 の谷 本納城の後ろの佐也止の砦 本納城支城か

4C 4rl( 1 0 0 1

本城・城ノ

内・城谷

城出坂・武

田・元宿

仲宿・上宿

15c中 葉武田信長築城後

代々

<長南刑部大
夫・竹田兵部大

幅 (武田豊信 )
1500騎 (長南武

田氏全体)>

B B

4C 0 0 0 0
16c後池和田・椎津城等と

共に北条方により落城
D

lC 0 0

0 0 0

1 0 0 0 城ケ谷 E

《 0 0 1

城之内・井

戸廓・小屋
ノ谷・沖小

屋ノ谷

16c金田氏 C C

0 0 0 城之内 界平次兵尉常房、秀胤
15c後～16c前金

田氏か
D

1 0 0 0 城之内 太田新九郎勝重
瓢 之 内 の 防

"標か
E
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第 1章 城館の構造等について

番

号 遺跡名

所  在 地 地 曲 輪 数 曲 輪 面 積 (ポ ) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

町

†寸

地形 [え 分 地形内位置

比

高

主

要

他

・

腰

合

計

主

郭

Ｈ

郭

Ⅲ

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輸

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

高張山城跡 長生郡一宮町高藤山 G 1 0 0 0 1 4 43 4. 80(1

―宮城跡
長生郡一官町一宮城ノ

内
G 5C 0 1 0 1 0 124〕

G:長 生地域 l―均値 1 1 4 2 4Kl 886 2506 8820 11851 7

大多喜城跡 夷隅郡大多喜町大多喜 H 6 0 1 0 0 0 1 6 1263C 5580()| 4848( 244:,(

万喜城跡 夷隅郡夷隅町 H 1 0 0 0 1 1 17 243( 4880〔 5730( 1 1 1 81

人野城跡 夷隅郡 夷隅町大野 H 1 0 1 0 161 21 8()0( 840( 16001 2700( 225001495()( 0

陸現城跡
夷隅郡夷隅町松丸字向

61 1 0 1 0 201 2( 1232( 889( 2121C 1 40(

鶴か城跡
夷隅郡岬町中原字古地

也
6: 1 0 0 0 1 3( 179001 31000 990()0 28000 5800( 64t

矢竹 城跡 夷隅郡岬町桑田字矢竹 H 6: 1 0 0 1 0 1( 3 15《 754 4 4

中滝城跡
夷隅郡岬町中滝字熊ノ

山
H α 0 1 0 1 0 0 4i 3 12 1000 4

布施殿 台城
跡

夷隅郡大原町 上布施 H α 1 0 0 l 0 0 1 4 5360 30()(〕 12201 1707( 1427C 3134 0

城谷城 跡 (妊

11席 跡 )
夷隅郡 大原町山田 H 1 0 0 0 1 84 1 34℃ 20901 285( 1104 11

金山城跡 夷隅郡 大原町 長志 H 1 0 0 1 0 0 ir 9` 10()5( 1 12 1

日在城Ltt
夷隅郡大原町日在字大

山他
H 1 0 0 1 0 0 駅 1( 90( 14C 2441

最明寺裏城
誌

夷隅郡御宿町須賀 H 1 0 0 0 0 1 〕 4)″ 48〔 10101 1490

吉尾城跡 勝浦市吉尾 H 1 0 1 0 0 41 32i 3r 11《 258t 25701 7790 1476( 2255( 1 2

勝浦城跡 勝浦市勝浦字郭内 H 1 0 0 0 0 1 10 1

興津城跡 勝浦市興津字要害 H 1 0 0 0 l 0 2 480

H:夷隅地域平均値 3 ).1 4 2 2833 2431 2802 10703 13238 19444 25250 2 226

佐是城跡 市原市佐是字武城 I 6( 0 1 0 1 0 4 25630 245゛ | 6102( 27980 8900〔 1 1

椎津城跡 市原市椎津字城山 I 6( 0 1 0 0 1 11 2800C 341)3( 3140C 23400 8883( 2《

真ヶ谷城跡 市原市真ケ谷宿要塞 I 6( 1 0 0 1 0 0 47( 796C 7001 1340( 1925C 3265(
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第 1節 データについて

土 塁 構   造 地 名 発掘調査遺物時期

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資料からと推測

土

塁

長

さ

土

塁

状

尾

根

折

れ

歪

み

数

桝

形

虎

口

（
明

確

）

桝

形

虎

口

（
不

明

確

）

馬

出

し

掘

之

内

要

害

城

山

根

小

（
古

）

屋

宿 他

‐２ｃ

”
‐４ｃ
前

‐４ｃ
後

”
丘
前

‐５ｃ
後

”
１６

ｃ
初

‐６ｃ
前

”
中

‐６ｃ
後

”
‐７ｃ
初

漁

中

”
１９

ｃ

城主 攻防等

Ｉ

期

Ｈ

期

Ⅲ

期

Ⅳ

期

Ｖ

期

‐２

ｃ

”
‐５

■

剛
半

‐５ｃ
後

半

”
‐６ｃ
初

頭

‐６ｃ
前

葉

”
‐６ｃ
末

‐６Ｃ
末

”
‐７ｃ
初

魔

前

葉

以

降

1 0 0 0 0
塔・軍坂

台・番細
工・番細エ

上総権介広常
16c後金田氏また
は正木氏

C

1 0 0 0 0 1

城 ノ内・矢

倉前・陣

屋・内宿

1 1 1 l

鶴見甲斐守義春→一時正木

大炊助

正木→ 16c後 北条
→ <鶴見甲斐守
(里 見義康下 )
>、 19c加納藩
陣屋

C C C

2 1 1 3 0 1 1 1 1 左右は合計 11 0 1

1 0 0 0 1 l

ニ ノ丸・ 三

ノ丸・ 南

郭・外郭・

上宿・ 下宿

1 1 1 1

12c末源頼朝陣→和田義盛
→16c前葉正木氏代々→

1590年 本多忠勝→1601年 本

多忠朝・正明→1617年 阿部

正次→1630年 幕府代官所帽
→1651年阿部氏 3代→1702
年籠葉重富→1703年松平正

久後代々～1871年廃城

15c後武田→ 16c

里見→正木→ <
真崎 (正木)大
膳 (里 見義康
下)>→ 16c末本
多忠勝

B B B 3

73( 0 0 0 0 1

台の

山

屋

敷

小

屋
1 1

里見方土岐頼元築城→為頼
→頼春→北条氏に属す→

1590年廃城

15c末～ 16c末土

岐氏
B B

0 1 0 l 0 外城・中城 1 1 平広常築城
15c狩野氏→ 16c

土岐または正木
D D

a 0 0 0 0 陣幕台 1589年武田信栄万喜城攻撃 C

0 0 0 1 0

古地・東恨
方・西根

方・屋敷
台・コヤ

1574年 土岐為頼築城、鶴

城・饉見行網、亀城佐々木

信家

き

大

と

正

く

禅
(土岐 )

抱 >
C

2 0 0 0 0 森生主水亮在城 D

3〔 31 0 0 0 0 1 土岐氏系 D

1 0 0 0 1 0
奥殿 台・ 前
踏合

C

31 1 0 0 0 0
上城 合

C

1 0 0 0 0
局 野 ● ・ 釜

平広常家臣金山将監 C

0 0 0 1 0

東小屋庭・

西小屋庭・
16c後 半横山石見氏 (土岐

美方 )
E C

1( 7 0 | 0 0 要害台

“

宿屋太郎 正木系か C

3 0 0 0 0 16c末勝浦正木氏 C

0 0 0 0 郭 内

Oc前葉上総守興世王築城
→12c末上総景俊→1441年
正木頼忠修築後代々→1587

羊正木時通武田氏方へ里見

氏と争う→1590年 本多忠

勝・植村泰忠攻撃

く正木左近大夫

(正木頼忠 )

(里見義康下 )
>勝浦正木氏→
16c末植村氏

B B

4 0 1 0 0

12c中 葉佐久間兵庫介重

吉・同兵庫頭重定→1534年

真里谷朝信→1544年 正本時

患攻撃・家臣日本大学→

590年廃城

1581.82年 正木実

時側→勝浦正木

氏→く里見義康

下>

C C

146 160 9 1 1 1 2 3 0 4 2 2 1 左右は合 0 2 1

74C 0 0 0 0

曲

・

・
城

内

武

ノ

・・
Ｅ

城

綸

Ｌ

6c前武田信長孫国信 C C

1 0 1 1 0

ム
ロ
・

霊

輪

五

曲

上

・外

根ノ 1 1 1

Юc前葉真里谷信政→里見

義尭→木曽左馬  (里 見氏
家臣)→ 1564年 自幡六郎
(北条氏家臣)

15c中 武田→ 16c

里見←→北条
C C

1 1 0 0 1 殿部田
真里谷武田影響

下
D D
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184
高谷堀之内
励淋 由ヶ浦市高谷字堀之内 J 0 0 1 1 0 0 01 19()( lH3(

高谷館跡

`,〕

油ヶ浦市高谷 J 0 1 0 1 0 1 1 01 l

18('
高谷館跡
(1) 油ヶ浦市高谷 J 0 1 1 0 0 Oi 41 1

笹 子城跡全

体 (含 発掘

区 )

木更津市笹子字根小屋 `j
1 0 0 0 0 l 6〔 10()( 40001 1175(〕 7()0()( 13()00 9475( 2(

真里谷城跡 木更津市真里谷 J 1 0 1 0 0 7 8( 174 5090:  10960 2927(

真武根陣屋
跡

本更津市請西字堰の上

他
ヽj 0 1 1 0 0 1 4 1 l 107501 19830 860( 1

要害城跡
木更津市真里谷字要害
他

ヽj 1 0 1 0 0 6 27001 395( 165()( 2045( 1

天神台城跡
木更津市真里谷字天神

台他
II 1 0 0 l 0 1 Z 3400 1452C 1946〔 1 4

中尾城跡 木更津市中尾字小門 J l 0 0 1 0 181  21 17501 ■
'2C

8741 4

198 久留里城跡 君津市久留里字内山 J (,`| 1 0 0 0 0 1 2760 1539( 221イ

千本城跡 君津市「 本 J (,, 1 0 0 0 1 l 3 962011705(

秋 元城跡 (古

城  青鬼
城  小糸城 )

昌津市西粟倉字古城 ヽj (,, 1 0 0 1 0 51 1469( 6

岩室城跡 君津市向郷字岩室 J (,∫ 1 0 0 1 0 1 1 1 140(|

三直城跡 君津市三直字宇曽貝 J l 0 1 0 1 3750 16()0 3190 1 l

飯野陣屋 童津市下飯野字本丸他 J ■ 0 l 0 1 2986( 2680( 4324C 9990( 60000

佐目城跡 富津市佐員字城山 lj 7( 1 0 0 0 1 0 447〔 11500 6804
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第 1節 データについて

伝承 (近 世軍記物等 )

確実な史資本1か らと推‖1

城 ■・攻防等

11気城出城か

長南刑部 人夫・

竹 Hl兵 部 人輔

(武 田 豊信 )抱
>

付上→北条

土気城出城か

妙見・宿 ノ

左右は合計

0 0 0 0 0 0 D

0 0 0 0 15c小 領 1:層 B

0 0 0 0 0 15c小 領 主層 E

1 1 1 0 0 1 0 1 1

15c畿～1543年 武田二郎信

宋 武田信茂
C C

1 0 0 1 0 )

城 ノ越・城
ノ下

l 1

真里谷上総介 真軍谷道
環・武田 ■701守豊三

15c中 ～ 16● 前真
里谷武田氏

B B

0 0 0 0 0 l

1850年林肥後守忠旭貝淵陣

尾より移す～1868年廃城

林忠旭 (請西

藩 )
B C

0 1 0 0 1 北片宿 16c後 北条氏 C

46  ( 11 0 0 0 1

16c前真里谷武田

氏 (真 里谷新地
之城か )

C

4t)( 0 0 0 0 小門
16c前 葉後藤信安→真里谷
信隆により落城

C C

41)( 0 1 0 0
大手内・ 大

手外・ 戸張
l

千葉頼胤→田原秀国→武田

遠江守→1471年里見義尭・

義弘→15帥年大須賀忠政→

1602年 上屋忠直～孫直樹→

1679年廃城  1742年黒田直
純後数世→明治初

く山本越前守

(里見義康下)
>

B A 3

1 0 1 0 0 0 用替 曲輪 1 1

東平安芸守 (里見義引、家

重)
久留里城 支城か B B

1 0 0 0 1 0
古城 城出
根

6c初 秋本義正→斎藤大和

守正房 (北 条方)→里見方

16c秋本義正 (里

見氏方)→ 1564
年北条氏→く里

見禅正少弼 (里

見義康下)>

B

0 0 0 0 0 16c後対里見か D

0 0 0 1 0 0
6c後 忍足三直治部少輔

(里 見方 )
D

1 0 0 0 1

本丸・御門

口・桝形

631年 保科正貞築城後代々

1ヽ869年 保科正盆廃城

631年 保科正貞

果城後代々～

1869年 保科正盆

尭城

3 C

1 0 0 1 0 1

御殿山 陣
場・殿町・

北新宿 南
新宿

5c中葉武田義広築城→ 16c

前葉里見氏→1590年 内藤家

員・政長→1623年 ～1684年

公平勝隆→1688年～1694年

卵沢吉保→1710年阿部正鎮

炎数世→1869年藩庁→ 1871

羊県庁～同年廃庁

15c後 武田→里見
→北条→く加藤

太郎左衛門 (里

見義康下)>→
16c末内藤・松

平・柳沢・阿部

B A B B
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第 1章 城館の構造等について

「否

い
，

遺跡 名

所  fi 地 地 曲 輪 教 曲 輸 面 積 (ポ ) 空   堀

現 在 地 名
地

域

市

町

村

地形区分 地形内位置

比

高

主

要

他

腰

合

計

主

郭

他

の

主

要

郭

主

要

郭

面

積

合

計

腰

曲

輪

外

郭

部

合

計

横

堀

セ

ッ

ト

数

堀

切

数

竪

堀

数

堀

長

さ丘

陵

台

地

低

地

先

端

内

部

・
奥

先

端

か

ら

奥

峰 L城跡 富:1市上後字 J 7 1 0 0 0 1
q

1 3480 9950 2()04( 4047( 2: 1

造海城跡 富 :早 lll竹 岡字城山 J 1 0 0 1 0 0 8 1 1071 2160 2505( 2957(

金谷城跡 富津市金谷字御代袋 J 1 0 0 0 1 1 7()0(

天神山城跡
富津市海良天神台・真

光塚
|′ 1 0 0 0 1 l 1 4320

J君津地域 平均値 07 02 () 0 0.2 1 47 3204 3436 4762 13080 14291 )8

下ノ坊館跡
女房郡鋸南町保田字下
/坊

K 0 0 1 0 1 0 1 107()( 1

富山城跡 (坪

1日 要害城 )

女房郡富山町平久里中

学用田
K 1 0 () 1 0 0 1 1 124 1901( 1 a

岡本城跡
女房郡富浦町豊岡字聖

‖ 要害他
K 7 1 0 0 1 0 () 5( 581  6( l144( 5670 2530 12871 243“ 3721( 3 1 駅

宮本城跡
安房郡富浦町大津字要

害
K 71 1 0 0 1 0 救 3 15(,( 17110 1997〔

ri堂城跡 女房郡 丸山町石堂 K 7F 1 0 0 1 1 4(

西郷氏館跡

(中世 )
鳴川市東町字宝性寺 K 7 0 1 0 1 1 10301 1030( 1030( 1

藤四郎台館

跡
鳥川市主基西字嶺岡東

上牧
К 71 1 0 0 0 1 l 1 158f 680C

|‖ 之城城跡
臓川市主基西字嶺岡東

上牧
K 71 1 0 0 0 1 0 81 1( 186( 673( 1 4(

葛ケ崎城跡
女房郡天津小湊町天津

字引土
k 7( 1 0 0 1 0 1660( 1769(

1[ 精山城跡 宮山市館山字城山 7` 1 0 0 1 0 4( 4 7 !7080 25H0 4219C 1 l

21 稲村城跡 福山市稲 K 7 1 0 0 0 0 1 4: 7518C 4630 1525(〕 2480〔 2

山本城跡 棺山市山本字堀 ノ内 K 71 1 0 0 1 0 0 3( 1 66〔 41Dtn 106( 1

字田城跡
安房郡千倉町宇田字本

颯
K 1 0 0 1 0 0 3( 11 9イ 278( 0 l

K 安房地域平均値 8 5 01 1481 4670 6282 11730 0 1.9
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発掘調査遺物時期

伝承 (近

't軍

記物 等 )

確実な史資半1か らと推測

城主 攻防等

真里谷道I買築城→堀内蔵人

15cイそ武田→16c

「 天文 6年
(1537)峰 上城
主摩利支天」

里谷道 1景楽城 子丹波→
5c後集里見義成、 18H年

6●前里見・ 真里

(正木)淡路守
(里 見義康 下)

見方 1553年 炎

上→北条 方→ く

5c後葉真里谷氏→戸崎玄

頭勝久・峰 上城と同時廃

0 〔). 0 0 0 0 0 1 1

30～ 15C安丙氏
または笹生氏

D

0 1 0 0 0 16c前里見氏か C C

0 0 0 1 1

1570年 里見義弘桑城→義頼
→淳泰

1579年 里見氏本

城く里見義康 >
A

5( 0 1 1 0 0

1491年 里見成義築城→義豊
→宮本宮内・鎌In孫六 (里
見氏家臣 )

A B

3( 0 0 0 0 151石 堂寺か D

0 0 0 0 0 1 1 1

13C～ 15C東条

氏、 17C～ 西郷

氏 ?
D

2( 0 0 0 0 0 0
16c前酒井藤四郎 (正木家

臣 )
D

7( 0 0 0 1 0 0 0 16c前 正木時綱 C

0 0 1 0
16c後正木恵時→

里見義頼
B

0 0 0 1 0

千畳敷・連

見櫓跡・太

鼓僣跡・御

厩・城井
戸・城下下

1 1

1578年 里見義頼栗城→義康
→忠義

15c～ 17c初 、～

里見義康・忠義
A A

0 0 1 0
城 ノ内・ 古
屋敷

里見成義→義道→義尭→義
壺

A

1 0 0 0
城 ノ内・ 古

6c後 山本氏か E E

0 1 0 0 15c丸 または安藤 D

1 1 3 2 1 01 2 2 0 1 2 1 左右は合 2 7 7 1 0
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第 1章 城館の構造等について

東葛地域-1

Pヽゴ
(原図・石田守一)

第12図 野田市金井野城跡 (1)概念図  (最終Ⅱ期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第13図 柏市松ヶ崎城跡 (3)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)(原
図・石田守一)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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(原図・池田 誠)
第14図 鎌ヶ谷市佐津間城跡 (10)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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東葛地域-3

や
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第 1章 城館の構造等について
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(原図・石田守一 )

第15図 柏市戸張城跡 (2)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)

o      (1/2,500)      100m

第16図 柏市増尾城跡 (4)測量図  (最終Ⅲ期、城 。城主クラスC)
(『千葉県中近世城跡研究調査報告書 第18集』より)
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東葛地域-4

第 1節 データについて

儡 1

(原図・八巻孝夫 )

第17図 我孫子市根戸城跡 (5)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第18図 沼南町箕輪城跡 (9)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第 1節 データについて

印藩地域-1
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池田 誠)
第20図 佐倉市大篠塚城跡 (37)概念図  (最終Ⅱ期、城・城主クラスE)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第21図  四街道市池ノ尻館跡 (45)発掘調査全測図  (最終H期、城・城主クラスD)
(『千葉県の歴史 資料編 中世 1』 より)
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第 1章 城館の構造等について

第22図 印西市小林城跡 (12,15)発 掘調査全測図 (Ⅱ期 Eク ラスからⅢ期Dク ラスヘ)
(『印西町小林城跡』より)

第23図 本埜村笠神城跡 (16)概念図
(『印西町小林城跡』より)

(最終Ш期、城・城主クラスD)
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第26図 成田市荒海城跡 (24)BII念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第27図  成田市長沼城跡 (23)概念図  (最終Ш期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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印格地域-5
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成田市駒井野城跡 (25)概念図  (最終Ⅲ期、城 。城主クラスD)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第28図

第29図 成田市東和田城跡 (22)発掘調査全測図
(『千葉県の歴史 資料編 中世 1』 より)
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印膳地域 -6
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(原図・外山信司 )

第30図 佐倉市大田要害城跡 (36)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第31図 佐倉市小篠塚城跡 (31)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)

―- 72 -

④

I

.3t.s I

′
′

_ゴ  ・
|

V     I

・35′  :

‐
 響、ヽ |

|



第 1節 データについて

0      (1/2,500)      100m

印藩地域-7

四街道市鹿渡城跡 (39)測量図  (最終Ⅲ期、
(『千葉県中近世城跡研究調査報告書 第11集』
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第32図 佐倉市臼井田宿内砦跡 (35)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスD)
(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 I』 より)
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第38図  四街道市和良比堀込城跡 (41)発掘調査全測図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)

(『千葉県の歴史 資料編 中世 1』 より)
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第39図 酒々井町長勝寺脇館跡 (49)発掘調査全測図
(『長勝寺館跡』より)
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